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精子と卵子は次世代に遺伝情報を伝えるために特殊化した細胞ですが、これらが結びついて受精卵になると、体のあらゆる部分をつくりだ

すことができます。すなわち、精子と卵子は受精を経て全能性と呼ばれる「全ての細胞に分化できる状態」に戻ります。この過程は初期化

（リプログラミング）と呼ばれ、体細胞がiPS細胞に変化するときにも起こります。受精卵が全能性を獲得する効率はほぼ100％であり、核移

植クローン胚やiPS細胞による初期化と比べて圧倒的に高いことから、受精卵における初期化機構の解明は、効率よく体細胞を初期化する方法

の開発につながるという観点からも極めて重要です。

本研究室では、分子生物学と発生工学の技術を使って「受精卵やiPS細胞が全ての細胞になれる状態になるメカニズム」の解明に向けた研究

をしています。将来的には、安全性の高いiPS細胞の樹立法の開発へと展開していきたいと考えています。

要約

長浜バイオ大学では、世界トップレベルの研究を行っています！
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2009 エピジェネティクス研究会年会長賞
2011 エピジェネティクス研究会奨励賞
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【研究費】
平成24～29年度 戦略的創造研究推進事業（CREST）、分担、4000万円

平成24～25年度 持田記念医学薬学振興財団 研究助成金、代表、300万円

平成25～27年度 科学研究費 基盤研究（B）、代表、1390万円

平成25～29年度 科学研究費 新学術領域研究、代表、8250万円

平成25～26年度 内藤記念科学財団、代表、300万円


